
















































































A 男 24 国立 A 大学大学院
B 女 26 金融系企業
C 男 22 私立 B 大学
D 女 20 私立 C 女子大学
E 男 21 私立 B 大学
F 男 26 心理系専門職
G 女 26 法律系専門職
H 女 20 国立 A 大学
I 女 24 建築系企業
J 男 23 教育系企業
調査時期














































































A 男 14 19 14 DM 中間
B 女 13 16 15 DM 中間
C 男 16 20 17 DM 中間
D 女 17 15 17 DM 中間
E 男 15 16 13 DM 中間
F 男 19 23 21 モラトリアム
G 女 21 22 17 達成
H 女 16 11 12 DM 中間
I 女 18 17 18 DM 中間



























現在の自己投入 21 22 19 15.57(1.72)
過去の危機 22 17 23 16.29(2.93)
将来の自己投入
















　 ～小学校低学年 小学校高学年～中学校 中学校～高校 大学～
男性
性 別 に よ る 区 別
なく遊んでいた
＊ 一 緒 に い る 人
と 共 通 の 遊 び を
する
女 性 グ ル ー プ が
閉 鎖 的 に な っ て
いく






⇒ 名 前 の 呼 び 方
が 変 わ る、 赤 面
す る な ど、 異 性
に 対 す る 反 応 が
変わる
女 性 の こ と が 少
し ず つ 分 か る よ
うになる
親 密 な 関 係 に 憧
れを持ち始める
＊ 男 子 校 に 入 っ
た 場 合、 女 性 と
の 交 流 は ほ と ん
ど な く な り、 女
性 に 対 す る 分 か
ら な さ は 残 り 続
け る 一 方 で、 女
性 と の 交 際 に 対
し て 憧 れ を 持 ち
始める（E、F、J）
性 別 の 影 響 は ほ
とんどなくなり、
同 性 の 友 人 と 同
じ よ う に 接 す る
ようになる
＊ 話 の 内 容 な ど




＊ ア イ デ ン テ ィ
テ ィ の 状 態 に よ
っ て 異 性 と の 適
切 な 距 離 感 へ の
こ だ わ り が 左 右
さ れ る 可 能 性 が
ある。
＊ 恋 愛 関 係 な ど
よ り 親 密 な 関 係
を 築 く こ と 自 体
は ア イ デ ン テ ィ
テ ィ の 状 態 に 関
連 は 見 ら れ ず、
関 係 の 維 持 や 期
待 が ア イ デ ン テ
ィ テ ィ の 状 態 に
関 連 す る 可 能 性
がある。
女性
趣 味 や 話 の 合 う
人 た ち と グ ル ー
プを作り始める
男 性 と は 遊 び や
話 が 合 わ な い と
感じ始める
そ れ 以 前 と 比 べ
て 接 し 方 の 変 わ
っ た 男 性 に 対 し
て 接 す る こ と が
少なくなる
男 性 と の 交 流 は
同 じ グ ル ー プ の
メ ン バ ー に 依 拠
する
＊ グ ル ー プ に 属
し て い な い 場 合
は 男 性 と の 交 流
は少ない（B）
＊ 女 性 が 少 な い
環 境 の 場 合、 男
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